
日
、
日
本
共
産
党
鶴

24
岡
地
区
委
員
会
と
鶴
岡
田

川
地
区
日
本
共
産
党
後
援

会
と
の
共
催
の
「
新
春
の

つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ

で
、
佐
藤
誠
一
地
区
委
員

長
は
、
「
国
民
の
声
に
応

え
、
戦
争
法
廃
止
な
ど
安

倍
政
権
の
暴
走
を
止
め
る

た
め
に
も
、
夏
の
参
議
院

選
挙
で
の
党
の
躍
進
が
不

可
欠
で
あ
り
、
そ
の
可
能

性
が
広
が
っ
て
い
る
」
と

述
べ
、
そ
の
原
動
力
と
な

る
戦
争
法
廃
止
を
求
め
る

全
国
２
０
０
０
万
人
統
一

署
名
を
、
本
気
に
な
っ
て

取
組
む
こ
と
を
訴
え
ま
し

た
。地

域
の

団
体
か
ら
代

13

表
や
役
員
の
方
が
出
席
さ

れ
、
来
賓
を
代
表
し
田
川

建
設
労
働
組
合
執
行
役
員

・
三
浦
哲
郎
氏
と
、
新
日

本
婦
人
の
会
鶴
岡
支
部
長

・
五
十
嵐
み
ど
り
氏
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で

の
活
動
紹
介
と
、
要
求
実

現
の
連
帯
挨
拶
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

石
山
予
定
候
補
・
関
県

議
が
参
院
選
で
の
党
躍

進
へ
決
意
表
明

つ
づ
い
て
、
昨
年
春
の

県
議
選
で
議
席
を
奪
還
し

た
関
徹
県
議
が
挨
拶
し
、

医
療
・
福
祉
な
ど
公
約
実

現
に
む
け
た
県
議
会
で
の

活
動
報
告
と
、
党
躍
進
の

た
め
の
一
層
の
支
援
と
協

力
を
訴
え
ま
し
た
。

石
山
ひ
ろ
ゆ
き
参
院
選

山
形
選
挙
区
予
定
候
補

は
、
「
若
者
や
女
性
な
ど

が
戦
争
法
の
真
実
を
見
抜

き
、
行
動
に
た
ち
あ
が
っ

て
い
る
」
と
街
頭
宣
伝
や

対
話
訪
問
で
の
反
応
を
の

べ
、
そ
の
声
に
応
え
る
政

治
実
現
の
た
め
に
参
議
院

選
に
全
力
を
挙
げ
る
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
党
市
議
団
・

三
川
町
議
・
庄
内
町
議
も

一
同
に
紹
介
さ
れ
、
全
員

が
大
き
な
拍
手
で
激
励
を

受
け
ま
し
た
。

各
後
援
会
が
「
寸
劇
・

ア
ベ
政
治
は
モ
ー
ウ
こ

り
ご
り
」
な
ど
披
露

第
２
部
の
懇
親
会
で

は
、
各
地
域
後
援
会
か
ら

の
「
大
黒
舞
」
や
「
ハ
ー

モ
ニ
カ
演
奏
」
、「
三
味
線

と
民
謡
」
「
寸
劇
・
ア
ベ

政
治
は
モ
ー
ウ
こ
り
ご

り
」「
ギ
タ
ー
演
奏
と
歌
」

な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。参

加
者
は
準
備
さ
れ
た

お
酒
や
タ
ラ
汁
な
ど
を
食

べ
な
が
ら
楽
し
く
交
流

し
、
今
年
の
奮
闘
を
誓
い

合
い
ま
し
た
。

NO.１９７９
２０１６．１．３１

編集発行
日本共産党鶴岡市議団
鶴岡市美原町16-5
電話22－3313

qqsw67zb9@bird.ocn.ne.jp

http://www6.ocn.ne.jp/~

jcp-tsur/

高 橋 ち づ 子
紙 智 子
国会議員連絡所
県市議団事務所
鶴岡市美原町16-5
☎22－3313
FAX24－4096

無料生活相談所

関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

吉
村
知
事
に
来
年
度
の
予
算
要
求

目
に
渡
り
ま
す
が
、
特
に
私
か
ら
小
中

学
校
の
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て
、
「
学

力
の
限
ら
れ
た
一
部
分
で
競
争
を
煽
る

物
で
、
有
害
無
益
。
学
力
も
含
め
て
子

ど
も
の
成
長
の
た
め
に
は
、
少
人
数
学

級
を
始
め
と
し
た
教
育
環
境
の
充
実

が
、
何
よ
り
重
要
」
と
話
し
ま
し
た
。

知
事
は
「
学
力
テ
ス
ト
は
必
要
」
と
の

考
え
で
す
が
、
私
の
話
に
は
耳
を
傾
け

た
よ
う
で
し
た
。

▽
子
ど
も
の
貧
困
対
策
、
最
低
賃
金
引

き
上
げ
、
国
立
大
学
運
営
交
付
金
削
減

反
対
の
問
題
な
ど
で
は
、
大
い
に
共
感

し
合
う
懇
談
と
な
り
ま
し
た
。

（
県
議

関

徹
）

▽

日
（
金
）
、
吉
村
知
事
に
対
し
て
、

22
党
山
形
県
委
員
会
と
県
議
団
で
、
来
年

度
予
算
に
向
け
て
の
要
望
を
提
出
し
懇

談
し
ま
し
た
。
要
望
事
項
は
１
５
３
項

日
、
鶴
岡
市
内
で
原

25
水
爆
禁
止
鶴
岡
田
川
地
区

協
議
会
が
２
０
１
６
年
定

例
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
の
活
動
方

針
で
は
、
３
・
１
ビ
キ
ニ

デ
ー
集
会
に
連
帯
し
て
３

月
３
日
に
こ
ぴ
あ
で
映
画

「
わ
し
も
死
の
海
に
お
っ

た
」
を
上
映
す
る
ほ
か
、

６
月
の
国
民
平
和
大
行
進

の
成
功
、
８
月
の
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
へ
の
派
遣

と
世
界
大
会
成
功
に
向
け

て
の
署
名
活
動
・
募
金
活

動
、
映
画
「
放
射
線
を
浴

び
た
Ｘ
年
後
２
」
の
上
映

会
、
６
・
９
署
名
行
動
の

再
開
な
ど
を
決
め
ま
し

た
。加

藤
太
一
市
議
も
理
事

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

決意表明する石山ひろゆき参院山形選挙区予定

候補（上）と党県議・市議・町議（下）



鶴
岡
市
は

月

日
付

12

22

け
で
三
川
町
に
対
し
て
、

こ
れ
ま
で
委
託
を
受
け
入

れ
て
い
た
一
般
廃
棄
物
処

理
に
つ
い
て
、
「
現
時
点

で
は
貴
町
の
ご
依
頼
に
お

応
え
す
る
決
定
は
で
き
な

い
」
と
ゴ
ミ
処
理
の
委
託

を
で
き
な
い
旨
の
回
答
を

文
書
で
お
こ
な
い
ま
し

た
。

鶴
岡
市
の
対
応
は
協
定

書
か
ら
逸
脱

鶴
岡
市
の
今
回
の
対
応

は
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま

す
。ま

ず
第
１
に
、
鶴
岡
市

が
三
川
町
の
ゴ
ミ
処
理
の

委
託
を
受
け
て
い
る
の

は
、
三
川
町
を
除
く
６
市

町
村
の
合
併
経
過
の
中

で
、
一
部
事
務
組
合
の
解

散
に
伴
っ
て
、
鶴
岡
市
と

三
川
町
が
協
議
の
上
、
平

成

年
４
月
１
日
に
交
わ

19
さ
れ
た
「
三
川
町
と
鶴
岡

市
と
の
間
に
お
け
る
一
般

廃
棄
物
処
理
に
係
わ
る
事

務
の
委
託
に
関
す
る
協
定

書
」
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

鶴
岡
市
が
そ
れ
を
変
更

す
る
場
合
は
そ
の
協
定
書

に
基
づ
い
て
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
今
回
の
対
応

は
手
続
き
上
で
も
逸
脱
し

て
い
ま
す
。

「
す
べ
て
の
行
政
事
務

を
自
前
で
」
は
コ
ス
ト
無

視
の
発
言

第
２
に
、
鶴
岡
市
が
当

時
、
一
部
事
務
組
合
の
解

散
を
三
川
町
に
申
し
入
れ

た
理
由
は
、
「
自
立
の
道

を
選
択
し
た
三
川
町
に
行

政
事
務
に
つ
い
て
も
自
立

の
余
地
を
与
え
真
剣
に
検

討
し
て
も
ら
う
」
「
２
つ

の
自
治
体
に
よ
る
事
務
組

合
で
は
コ
ス
ト
が
か
か
る

の
で
事
務
当
局
が
適
切
に

協
議
し
て
処
理
で
き
る
」

「
合
併
特
例
債
を
活
用
し

て
ゴ
ミ
処
理
施
設
を
つ
く

る
場
合
、
事
務
組
合
で
は

対
象
に
な
ら
な
い
」
（
２

０
０
６
年

月
議
会
富
塚

12

市
長
答
弁
か
ら
）
と
の
理

由
に
よ
る
も
の
で
す
。

三
川
町
は
自
立
を
決
め

た
の
だ
か
ら
「
全
て
の
行

政
事
務
」
を
自
前
で
や
れ

と
言
う
方
が
行
政
事
務
の

コ
ス
ト
を
無
視
し
た
発
言

で
す
。

全
国
の
市
町
村
の

％
97

が
共
同
で
ゴ
ミ
処
理

全
国
的
に
も
市
町
村
が

ゴ
ミ
処
理
を
共
同
処
理
し

て
い
る
件
数
は
、
委
託
が

１
４
９
件
１
４
９
団
体
、

一
部
事
務
組
合
が
３
９
９

件
１
３
７
６
団
体
、
広
域

連
合
が
５
件
１
４
１
団

体
、協
議
会
２
件
５
団
体
、

計
５
７
５
件
１
６
７
１
団

体
で
、
全
国
１
７
１
８
市

町
村
の

％
が
ゴ
ミ
処
理

97

を
共
同
で
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
（
「
地
方
公
共
団
体

間
の
事
務
の
共
同
処
理
の

状
況
調
」
（
平
成

年
７

26

月
１
日
現
在
、
総
務
省
）
。

協
定
書
に
は
「
三
川
町

の
施
設
整
備
」「
受
委

託
期
限
」
に
言
及
な
し

第
３
に
、
両
市
町
の
協

定
書
に
は
、
三
川
町
の
施

設
整
備
へ
の
言
及
も
受
委

託
の
期
限
も
付
い
て
い
ま

せ
ん
。

一
部
事
務
組
合
の
解
散

に
伴
う
議
論
の
中
で
は

「
２
団
体
で
あ
れ
ば
受
委

託
、委
任
行
為
は
で
き
る
」

「
委
託
を
申
し
入
れ
ら
れ

た
場
合
は
、
市
民
の
合
意

を
得
ら
れ
る
と
い
う
前
提

と
し
て
充
分
対
応
し
て
い

く
」
（
２
０
０
６
年

月
12

議
会
富
塚
市
長
答
弁
か

ら
）
と
当
時
の
市
長
も
答

弁
し
て
い
ま
す
。

両
市
町
が
共
同
で「
地

域
計
画
」
を
策
定
、
双

方
に
実
行
責
任

第
４
に
、
鶴
岡
市
と
三

川
町
は
２
０
１
３
年

月
12

に
「
鶴
岡
市
・
三
川
町

地
域
循
環
型
社
会
形
成
推

進
地
域
計
画
」
を
策
定
し

て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
両
市
町

を
対
象
地
域
と
し
て
、
一

般
廃
棄
物
の
処
理
計
画
、

減
量
目
標
、
施
設
整
備
な

ど
の
方
針
を
策
定
。
こ
の

計
画
は
両
市
町
が
共
同
で

作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、

双
方
に
そ
の
責
任
あ
る
実

行
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

三
川
町
単
独
「
日
量
８

㌧
」
で
は
施
設
建
設
は

不
可
能

第
５
に
、
三
川
町
単
独

で
の
処
理
は
環
境
行
政
の

上
で
も
無
理
で
あ
り
、
そ

れ
を
承
知
で
ゴ

ミ
処
理
の
受
託

を
出
来
な
い
と

す
る
回
答
は
鶴

岡
市
と
三
川
町

の
信
頼
関
係
を

損
ね
、
市
民
・

町
民
の
不
安
を

招

く

も

の

で

す
。環

境
省
で
は

ゴ
ミ
処
理
に
つ

い
て
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
の
排

出
削
減
対
策
な

ど
か
ら
、
ゴ
ミ

焼
却
施
設
を
全

連
続
式
と
し
、

サ
ー
マ
ル
リ
サ

イ
ク
ル
（
熱
回

収
）
の
推
進
を

求
め
、
可
能
な

限
り
焼
却
能
力
を
３
０
０

㌧
／
日
以
上
、
最
低
で
も

１
０
０
㌧
／
日
と
す
る
な

ど
「
広
域
処
理
」
を
進
め

て
い
ま
す
（
環
境
省
「
ご

み
処
理
の
広
域
化
計
画
に

つ
い
て
」
平
成
９
年
５
月

日
・
衛
環
１
７
３
号
）。

28
三
川
町
の
ゴ
ミ
処
理
量

は
年
間
約
３
０
０
０
㌧

で
、
日
量
約
８
㌧
で
は
町

単
独
で
ゴ
ミ
処
理
施
設
を

建
設
す
る
こ
と
は
も
と
も

と
不
可
能
で
す
。

協
定
書
に
基
づ
き
両
市

町
長
が
協
議
す
べ
き

第
６
に
、
市
の
文
書
で

は
三
川
町
に
回
答
を
求
め

て
い
ま
す
が
、
「
協
定
書

第
７
条
」
に
基
づ
い
て
両

市
町
の
長
が
協
議
を
行
い

問
題
の
解
決
を
図
る
よ
う

に
す
べ
き
で
す
。

ゴ
ミ
処
理
は
市
民
の
日

常
生
活
を
支
え
る
基
本
的

な
行
政
事
務
で
あ
り
、
市

町
村
合
併
と
は
関
係
な
く

庄
内
地
域
の
環
境
政
策
と

し
て
進
め
る
べ
き
で
す
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
1月21日入札分

・市営大西住宅駐車場表層舗装工事（大西町地内）
(株)佐藤組 3,320,000円（3,820,000円）工期～3/25（落札率86.9％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
1月21日入札分

・市道青龍寺中橋線歩道設置工事（青龍寺地内）
笠原建設工業(株) 9,300,000円（9,627,000円）工期～3/25（落札率96.6％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
1月15日入札分

・市公共下水道事業 汚水8B130号人孔改良工事（神明町地内）
(株)佐藤組 2,200,000円（2,213,000円）工期～3/25（落札率99.4％）

新焼却炉建設計画がある鶴岡市クリーンセンター。三川町

のゴミ処理量は日量約8㌧で、単独処理施設建設は不可能


